
農機・建産機向けパイプ加工のコーケン工業
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
工
場
の
稼
働
順
調

切
削
部
品
の
加
工
能
力
向
上

最
終
製
品
部
材
へ
新
規
参
入
検
討

大　石　社　長

　
農
業
機
械
や
建
産
機
向
け
の
パ

イ
プ
部
品
加
工
を
手
掛
け
る
コ


ケ
ン
工
業
︵
本
社
・
静
岡
県
磐
田

市

社
長
・
大
石
剛
氏
︶
は

今

年
５
月
に
立
ち
上
げ
た
第
三
工
場

︵
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
工
場
︶
が
順
調
に
稼

働
し
て
い
る

切
削
部
品
加
工
の

専
門
工
場
と
し
て
同
加
工
能
力
を

向
上

多
品
種
小
ロ

ト
対
応
を

強
化
す
る
と
と
も
に

今
後
は
最

終
製
品
と
な
る
部
材
の
開
発

新

規
参
入
も
視
野
に
入
れ
て
い
く


順調に稼働開始したＫＯＭＡ（第三）
工場の外観㊤と内観

　
コ

ケ
ン
工
業
は
１
９

７
１
年
創
業
農
業
機
械


建
産
機

デ


ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
向
け
な
ど
で
普
通

鋼
や
ス
テ
ン
レ
ス
等
の
パ

イ
プ
部
品
加
工
を
手
掛
け

る

年
間
売
上
高
は
約


億
円
︵
２
０
２
４
年
９
月

期
実
績
︶
部
品
加
工


接
合
表
面
処
理
検
査


出
荷
ま
で
ほ
ぼ
社
内
一
貫

生
産
体
制
で
多
品
種
小
ロ


ト

短
納
期
ニ

ズ
に

対
応
で
き
る
の
が
強
み


取
り
扱
い
ア
イ
テ
ム
数
は

６
５
０
０
点
以
上
に
及

び

月
間
１


本
の
ロ


ト
オ

ダ

が
全
体
の

約
６
割
を
占
め
る


　
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
工
場
は

本

社
工
場︵
磐
田
市
飛
平
松
︶

と
第
二
工
場
︵
磐
田
市
南

平
松
︶
近
隣
の
同
市
駒
場

に
第
二
工
場
で
行

て
い

た
切
削
部
品
加
工
を
移
設

す
る
形
で
設
立
し
た

従

業
員
は

人
体
制
︵
工
場

現
場

人
事
務
４
人
︶

　
第
二
工
場
か
ら
移
設
し

た
自
動
切
削
機

台

手

動
切
断
機

台
の
計

台

が
稼
働

移
設
に
当
た
り

４
台
を
リ
プ
レ

ス
し
加

工
能
力
向
上
を
図

た


同
社
の
主
力
納
入
先
で
あ

る
農
機
や
建
機
の
最
終
ユ


ザ

は
ほ
ぼ
６

７
割

が
米
国
な
ど
海
外
向
け


海
外
で
は
人
口
増
加
に
伴

い

一
般
家
庭
向
け
の
小

型
建
機
や
農
機
具
の
底
堅

い
需
要
が
続
く
と
み
ら
れ

て
い
る

今
後
の
需
要
増

に
対
応
す
る
た
め
既
存
取

引
分
野
の
切
削
加
工
対
応

を
高
め
る
将
来
的
に
は


バ
ル
ブ
や
マ
ニ
ホ

ル
ド

︵
多
岐
管
︶
部
材
な
ど
切

削
加
工
単
体
で
商
品
と
な

る
部
品
の
開
発

新
規
参

入
に
も
注
力
し
て
い
く


　
同
社
は
今
期
︵

年
９

月
期
︶
初
め
て
中
期
経
営

計
画
﹁
コ

ケ
ン
・
ビ
ジ


ン
２
０
３
０
﹂を
策
定



年
ま
で
に
年
間
売
上
高


億
円
を
目
指
す

Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ａ
工
場
の
立
ち
上
げ
で

売
り
上
げ

収
益
拡
大
を

進
め
る

ま
た

設
備
移

設
に
よ
り
ス
ペ

ス
の
空

い
た
第
二
工
場
と
本
社
工

場
で
は
加
工
工
程

設
備

レ
イ
ア
ウ
ト
を
今
中
計
期

間
中
に
抜
本
的
に
見
直

し

多
品
種
小
ロ

ト
加
工

短
納
期
対
応
の
強
み

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
方
針
だ

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